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全国財政工作ビデオ会議

田中 修

はじめに

7 月 29 日、全国財政工作ビデオ会議が開催された。会議の主要任務は、18 回党大会・2

中全会・3 中全会・4 中全会精神を学習・貫徹し、党中央・国務院の財政政策に対する重要

指示を真剣に実施し、当面の財政・経済情勢を分析し、今後の財政政策を検討・しっかり

実施し、財政機能の役割を沙良く好く発揮させることにある。本稿では、楼継偉財政部長

の講話の概要を紹介する。

今年に入り、財政部門は党中央・国務院の政策決定・手配を断固として貫徹実施し、安

定成長・構造調整・改革促進・民生優遇・リスク防止をめぐって、一連の政策措置を採用

し、経済社会の持続的で健全な発展を有力に促進してきた。

財政・税制改革を深く推進し、財政遊休資金を積極的に活性化させ、予算執行管理を強

化し、財政資金の使用効率向上を促進した。

「大国財政、内外の統一的企画」の理念を積極的に実践し、バイ・マルチの財政経済交

流・協力を深化させ、国内の改革・発展のために支援を提供し、良好な外部環境を作り上

げた。

経済成長の鈍化、物価水準の反落等の要因の影響を受けて、今年 1－6 月期、全国一般公

共予算収入は 7 兆 9600 億元であり、前年同期比 4.7％増であった。

財政収入が低速成長の情況下、財政部門は財政のストックを積極的に活性化し、財政の

フローをうまく用い、支出予算の執行管理を強化し、民生等重点支出はかなり好い保障を

得た。全国一般公共支出は 7 兆 7288 億元であり、10.6％増である。

現在、わが国の国内経済の運営は鈍化の中で安定傾向にあり、安定の中で好転している

が、下振れ圧力は依然かなり大きい。

今後、財政部門は党中央・国務院の政策決定・手配に基づき、安定の中で前進を求める

という政策の総基調を引き続き堅持し、現在に立脚し、長期に着眼して、マクロ・コント

ロールの刷新を構造的改革の推進と有機的に結びつけ、方向を定めたコントロールと機会

を見計らったコントロールを更に精確・有効に実施し、実施に取り組むことを更に際立て

て位置づけ、政策実施の的確性と実効性を確実に増強し、経済の持続的で健全な発展と社

会の大局的安定を促進しなければならない。

①力を強め効率を高め、積極的財政政策の各措置をしっかり実施する。

重大プロジェクトの建設を強力に推進する。財政資金の統一的企画・使用を大いに推進

する。税率の引下げ・手数料の整理を強化する。
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②政府と社会資本の協力（PPP）モデルの普及・運用を加速する。

法律制度と政策支援の体系の整備を加速する。市場理念とリスク意識を強化する。PPP

プロジェクトの実施を規範的に推進する。

③成長の安定とリスク防止を統一的に企画し、地方政府の債務管理を一層規範化する。

融資プラットホーム会社の市場化による転換・改造を早急に推進する。法に基づき、地

方政府の起債行為を規範化する。

④各種の投資誘導基金の役割を好く発揮させる。

各種の投資誘導基金を設立し、運用方式を刷新することは、財政資金の乗数効果とレバ

レッジ作用を発揮させ、民間資金を誘導し経済社会発展のカギとなる分野・脆弱部分に投

入させることに資するものである。

⑤財政・税制改革を深く推進する。

予算公開を全面的に推進し、政府予算体系を整備し、中期財政計画管理を実行し、財政

移転支出制度を改革・整備し、予算業績効果管理を積極的に推進し、発生主義の政府総合

財務報告制度の建設を早急に推進する。

営業税を増値税に改める改革の全面的完成に努力し、消費税改革を推進し、資源税制度

を早急に整備し、租税法定主義の原則を積極的に推進・実施する。

中央と地方の権限と支出責任の区分を検討・整備する。財政部駐在事務所の転換を引き

続き推進する。

（7 月 30 日記）


